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Abstract

The First-Year Experience or Freshman Seminar Program has been instituted in many Japanese universities and colleges. We have

a course called “Basic Seminar” for all students incoming freshman. However, it sometimes becomes a major burden for teachers to

help various types of students and arouse their interest in the age of “universalization”. To arouse students’interest and to reduce our

burden at the same time, we have tried efficient and effective use of ICT(Information and Communication Technology).

In this paper, we, focusing on “Basic Seminar” as a program for active learning, propose the system designs for utilizing ICT in the

seminar and show several cases of their applications.

キーワード：初年次教育、意欲喚起、ＩＣＴ活用能動学習授業、表現力育成、自己把握力育成

1．はじめに

初年次教育は、「高校からの円滑な移行を図り、学

習及び人格的な成長に向けて大学での学問的・社会的

な諸経験を“成功”させるべく、主に大学新入生を対

象に総合的につくられたプログラム」と定義されてい

る１）。本学においてもこの主旨に沿い、教育の特徴の

一つとして４年間一貫した少人数教育を掲げている。

特に１年生次に教員一人当たり１６～１７名の学生から構

成される基礎ゼミを置き、ユニバーサル化時代の多様

性に富んだ入学生に対して、初年次教育の役割を担っ

ている。

２００２年４月よりゆとり教育が本格的に始まり、現在

の１・２年生は、当時小学高学年であり、その教育に

どっぷり漬かった世代である（２００３年のＰＩＳＡショ

ック後の一部教育政策の変更はあったものの）。そし

て、ゆとり教育の華である総合的な学習の時間等によ

り能動学習授業も体験してきているわけである。しか

し、初等中等教育は受動的学習授業構成が主体であり、

高等教育である大学の能動的学習授業とでは段差があ

る。他大学と同様２）３）に、本学初年次教育としては、

・受動から能動学習授業へ臨む態度への転換教育

・基礎学力の基本である「読む力・書く力・表現す

る力」のリメディアル教育

を目指さざるを得ない。このためには、各学生の個別

指導が重要であり、教員の労力は甚大である４）。

この教員の労力を軽減して所定の目的を達成するた

めに、文明の利器であるＩＣＴ（Information and Com-

munication Technology）の活用が考えられる。

本論文は、ＩＣＴ活用により初年次教育のうち

・表現する力の育成

同僚学生評価及び教員による助言を発表学生へ即

時還元することによる意欲向上を狙う。

・ポートフォリオによる自己把握力育成

ゼミの各段階で自己表現してきた各学生の意見

（手書きメモ）を時系列的に適切にまとめ、振り返

り学習の効用を狙う。

の達成と教員の負荷軽減について報告する。

2．ＩＣＴ活用による表現力育成及び意欲喚起法

筆者らは１０年以前、同じ高等教育機関である工業高

等専門学校（高専）補足＊参照 の情報工学科５年生に、１

年次から４年次の課程で培ってきた専門科目の集大成

として、マルチメディア活用能動学習授業５）を実践

していた。高専５年次の能動学習授業の狙いと大学初

年次教育のそれとは異なるが、このＩＣＴ活用により

・学生の表現力向上の意欲喚起

・教員の個別指導の負担軽減

が引き出せるものとして、企画し実践した。

以下、初年次教育における表現力育成と意欲喚起の

ＩＣＴ活用法、そのシステム概要、そしてその実践例

を述べる。
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2.1 ＩＣＴ活用能動学習授業の狙い

能動学習授業を高専５年間の専門科目の集大成とし、

次のように定義６）した。

能動学習授業：＝知識修得効率は悪いが自主性・

創造性を重視し、学生自ら課題を設定し、資料調

査等をし、その成果を発表・討論し、相互評価を

し合う授業（自己且つ相互啓発の授業）。教員は

素材と場の提供に徹する。

この定義を基にして、能動学習授業のＰＤＣＡ

（Plan・Do・Check・Action）サイクル（図１．参照）

の各段階にＩＣＴを活用し、教員の負担軽減を果たし

つつ、学習意欲の喚起を目指した。その成果の一部を

図２．及び表１．に示す６）。特に、発表終了後の達成感

が醒め止まぬ心理状態中に、同僚学生評価の即時還元

は効果があった。また、受講生全員に発表を義務づけ

しているので、いずれは我が身であることを戒めとす

ることにより、建設的な自由意見が多かった。（図３．

参照）６）

2.2 ＩＣＴ活用大学初年次教育（基礎ゼミ）
への適応

前述した高専最終学年のマルチメディア活用能動学

習授業の成果を大学初年次教育である本学の基礎ゼミ

に活用し、

・プレゼンテーション力の育成

・学習意欲の喚起

・教員の負荷軽減

を果たせないか。そのためには如何なるシステム設計

をすべきか考察した。以下、その設計概要を述べる。

設計指針

システム設計時の配慮事項を

●１０年間のコンピュータシステム技術の変遷

●専門完成学齢（高専５年生）と大学初年次学齢の

教育目的の相異の配慮

●理工系分野（特に情報工学系）と文系分野のＩＣＴ

技術の修得差の配慮

なる３点に置き、システム設計を行った。

例１…過去に感覚的に覚えていたことの理論的な意

味を理解してくれた人も結構いて、それは私

も今回理解出来たことなので、皆も同じよう

に理解してくれていて嬉しかった。勉強し

た甲斐があった。

例２…“具体的な例を挙げて説明して”といったよ

うな感じで御指摘を受けてしまいした。自分

の考えが甘かったと反省しています。…平

日だけでは、とても無理だったので土曜日

曜も学校に来て PowerPointを使って作成し

ました。私は１度やりだすと、とことん凝っ

たことをやってしまうので今回の PowerPoint

にも少々凝ってしまいました。もう少し Cash

Memoryの有無によってどうなるかの説明が

出来ればよかったと思います。…感想は、授

業でプレゼンができて面白かったです。人に

説明する難しさなども知りました。でも本

当に調べるのが大変でした。

図３．即時還元評価結果の発表学生報告

図１．マルチメディア活用能動学習授業

図２．従来授業と能動学習授業の学習時間比

表１．能動学習授業中の学習意欲
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（1）コンピュータ技術変遷の配慮

利用端末…Netbook PC、iPad等のタブレット型端末

を使用可能とするが、当面は情報処理演習室の

Desk Top PCとする（初年次学生ということで利

用頻度から必然的に、また経済的に学生全員に購

入させることは不可能である）。

システム…１０年前は server (Work Station Unix)-Client

(PC Windows 98) で稼働させ、全て学内で閉じた

システム構成（図４．参照）であった。今回は、

Cloud Computingを活用（図５．参照）することに

した。

１０年前のマルチメディア活用能動学習授業の

PDCAサイクルの各段階でのソフトウェアは、次の

通りである。

１）Plan段階…発表決定課題名及び発表日時は、

学内 serverへ uploadし、Web検索可とした。

２）Do段階…教員への進捗報告は e-mail、制作コ

ンテンツの要旨は発表前に学内 serverへ upload。

発表は PowerPointを液晶プロジェクタで投影

し発表、受講は実空間６）でも、学内遠隔教室７）

でも可能である。

３）Check段階…同僚評価入力は情報演習室の Desk

Top PCを使用する。評価結果は即時に学生に

学内 e-mailにて添付還元する。

４）Action段階…即時還元された同僚評価及び自由

意見を参考にして自己評価し、次の発表への心

構え等を e-mailにて教員に報告する。教員は

これに応え助言を e-mailにて返信する。

同僚評価の収集、収集データの分析（評価ヒスト

グラム、資料の出来具合―理解の度合、発表態度―

理解の度合の相関グラフ）は全て自前開発であり、

その概要を図４．に示す。

（2）初年次教育目的と文系学生のＩＣＴ技術の修得差
への配慮

前述したＰＤＣＡサイクルの Do・Check段階の

みにＩＣＴを使うことにした（近年の学生は、関心

ある情報への web検索や、友人同士の情報交換と

しての携帯 e-mailの使用には長けてはいる。しか

し、学習的・学術的情報には興味が薄く、Plan・Do

段階の進捗報告を義務付けるのは、能動学習授業の

意義に反するので止める）。そして、システム開発が

容易になるように、同僚評価の収集と蓄積は Cloud

Computingシステムを活用することにした。そして、

情報の収集、処理及び伝達は、文系の初年次教育で

あることにより、次のように半自動化とした。

１）Do段階…コンテンツ制作は PowerPointとし、

その受理は USB Memoryの手渡しとする。

２）Check段階…使用する端末は、情報処理演習室

の Desk Top PCとし、受講は実空間のみとする

（遠隔教室は使用しない）。同僚評価・自由意見

及び教員助言結果を紙媒体で同日夕刻または翌

日までに還元する（教員研究室前の連絡箱を介

して）。

３）Action段階…同僚評価・自由意見及び教員助言

を参考にして自己評価し、次の発表への心構え

等を USB Memoryにて教員に報告する。

尚、表現力を育む方法として、プレゼンテーショ

ンはかくあるべきとの事前指導は極力せずに、

●先ずはさせてみる

●そして同僚に評価させる

●教員の助言を添える

とした。それは次の理由による。

今日の学生は、自ら創意工夫せずとも巷に溢れ

た一流のものを享受でき、目が肥えている。自ら

創意工夫する能力は乏しいが、批判・批評する能

力は長けていると言える。これを評価能力と捉え、

先ずは発表をさせ、肥えた能力でもって、（稚拙

な）プレゼンテーションを同僚同士で評価させ、

その評価をもって次の発表の改善の糧にさせる。

また、全員発表を義務づける。それは、２．１節で

述べていると同じ理由である。

図４．学内 Server-Client システムによる評価データ

の収集と解析（１０年前）
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（3）Cloud Computingシステムによる評価データ
の収集と解析

評価データの収集と解析を行うにあたり、Google

社が提供している Google Docsを利用する。

Google Docsは、SaaS（Software as a Service）型 の

Cloud Computingシステムであり、ブラウザからアク

セス可能なフォームを定義し、フォームに入力され

た内容は Spread Sheetの形で閲覧することができる。

Google Docsを利用するにあたり、以下のような

点を考慮する必要がある。

集計処理のカスタマイズ…Google DocsにはMicrosoft

Excelの Spread Sheetにあるようなセルごとの計算、

グラフ（同僚学生の５段階評価のヒストグラム）

作成機能があるが、今回必要とする相関グラフ

（発表態度―理解の度合、資料の出来具合―理解

の度合）のようなものは作成できないため、独自

の集計処理を用意する必要がある。

狭帯域 networkでの運用…学内ＬＡＮから外部

networkへの接続は１００Mbpsであり、この帯域内

で動作させる必要がある。

以上を考慮し、評価収集・解析システムを設計し

た。システム構成図を図５．に示す。このシステム

は大きく分けて２つの部分から構成される。

アンケート収集…Google Docsのフォーム作成機能

を利用しフォームを作成する。学生はこのフォー

ムを通じて発表者の評価を入力する。

アンケート結果の集計・出力…Google Docsの該当

データを教員ＰＣにダウンロードし、そのデータ

に基づき集計・文書を作成する。この部分は今回

新規開発する部分である脚注。

（4）実施例

２０１０年度秋学期基礎ゼミでの実施例を以下に記載

する。更に、本学情報処理演習室での発表・受講及

び評価入力風景を写真１．に示す。また、受講後同

僚学生の

●発表態度、資料の出来具合、理解の度合の各５

段階評価、及び発表後の討論による理解度の５

段階評価

●発表に対する自由意見及び討論後の自由意見

更に

●教員の助言

をそれぞれ、図６．ａ）、ｂ）、ｃ）に示す。これら評

価結果は、発表の同日または翌日までには、発表学

生に紙媒体で還元する（e-mail添付にて即時還元し

たいが、学生のＰＣ利用率や経済性から見合わせて

いる）。

教員の助言のみならず同僚学生の評価を必ず発表

学生に還元することは、「レポートにコメント付さ

れて返却された学生の方が、その後のモチベーショ

ンに有意な差がある」と言う調査報告９）１０）にも適

っている。

この還元された評価を参考にして、今後如何に上

手に発表するか、そのためには何に注意しなければ

ならないかの反省を報告させている。その結果の一

部を図８．に示す。批判精神の旺盛な同僚数値評価

と自由意見そして教員の助言を素直に受け入れてい

る様子が伺える。

＊集計用ソフトウェアを一から開発するのは非常にコストがかかるため、今回はツリー構造ベースのエディタCarabiner 製８）BEITEL
（バイト）を利用し、このプラグインとしてGoogle Docs からのデータ取り込み・集計グラフ作成などを行う。

図５．Cloud Computingシステム技術による評価データ

の収集と解析 写真１．発表と受講・評価風景
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3．ＩＣＴ活用ポートフォリオによる自己把握力育成

昨年度・本年度の基礎ゼミにおいて、

●週毎…出席ひとことカード

●学期毎（春学期・秋学期）…目標設定シート・振

り返りアンケート

なる手書き記入を学生に課してきた。その教育的目的

は次の通りである。

●授業終了時にその場で自分自身と授業の内容をふ

り返ることができる。また、翌週に返却すること

で前回の授業や前回の自分を思い出させるきっか

けになる（このことは、第２章ＩＣＴ活用による

表現力育成及び意欲喚起法の教員助言及び同僚学

生評価を必ず還元と同様に、学生のモチベーショ

ン向上に有意義９）１０）と考え実践している）。

●小さなカードにすることで、身構えず、負担感な

く気軽に書くことができる。オープンにすること

で、無責任で身勝手な意見を書きにくくなる。

●自分の感想に教員が返答することで、相互のコミ

ュニケーションが生まれる（直接の対話とは別の

第二の意思疎通手段）。

●学期毎に自己の目標を思い出させ、新たな目標を

設定させることで、学生の自己確認とモチベーシ

ョンの維持向上を図る。

この学生記述の用紙は、教員の手操作で全て処理し

てきたが、その労力は甚大である。ここにＩＣＴを活

用することによって、教員の労力軽減と新たな活用法

が可能かどうかを考案した。以下、その方法と結果を

述べる。

ａ）同僚の数値評価

図７．同僚評価・自由意見及び教員助言に基づく発表後の報告

ｂ）同僚の自由意見

ｃ）教員の助言

図６．同僚評価及び教員助言
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3.1 出席ひとことカード

出席ひとことカードは、出席記録も兼ねて、授業毎

（週毎）に学生に記入させることで、その回の授業の内

容を確認するためのものである。さらに、翌週の授業

にて改めて前回の内容を振り返るためのカードでもある。

（1）概要
出席ひとことカードは、図８．のような名刺サイ

ズのカードである。

１）授業終了５分前にカードを配布し、学生に記入、

提出させる。

２）授業後に、このカードを１つの用紙にまとめる。

（コピー機を利用）

具体的には、カードを学籍番号順に整理し、

●最初の１２名分のカードをコピー機のガラス面に

３×４に並べ、Ａ３→Ａ４縮小・片面コピーをする。

●残りを並べ、縮小・片面コピーをする。（欠席

者数によってカード配置や縮小率を調整）

３）その用紙に、教員側のコメントを書き添えた上

で、人数分コピー（両面コピーにより１枚にま

とめる）し、次回の授業にて学生に返却する。

図８．出席ひとことカード

２００９年度・２０１０年度と実施してきた中では、積極

的な学生は、返却されたコメントや、他人のカード

と自分のカードの内容を比較するなどして、反応を

示していた。一方、興味を持たない学生も少なから

ずいるため、何らかの対応が必要と考えられる。

また、コピー機によるまとめ作業は手間がかかる

ため、より効率的な方式を検討する必要がある。

（2）ＩＣＴによる支援

スキャナを用いて紙カードをデジタル化すること

により、上述した問題点を解決することを考える。

カードをデジタル化し、１つの用紙にまとめる仕組

みを用意することで、以下の効果を狙う。

まとめの省力化…これまでコピー機を使っていた作

業をＩＣＴにより手間を軽減する。

カードの利用範囲の拡大…デジタル保存されたカー

ドは容易に検索できるので、１５週授業の最終回に

それを学生毎にまとめ直して再返却することなど

が可能となる。学生はこれまで書いてきた自分の

カードを一覧しながら、ゼミに対してどのような

姿勢で取り組んできたのか、どのような感想を持

ったのかを客観的に振り返ることができる。更に、

授業毎には興味を示していなかった学生に対して

も、これを基に半期の受講をふり返る作文を書か

せる機会を作るなどして、教育効果を高めること

ができるかもしれない。

この仕組みを実現するために、カメラで撮影した

紙領域をコンピュータにより認識・切り出すシステ

ムの利用を試みた。その際、以下の理由から市販品

Carabiner Knife８）を使用することにした。

普及版ＵＳＢ書画カメラ構成…ハードウェアは普及

品をそのまま利用でき、高価なハードウェアを必

要としない。

カード書式は自由…カードに対して特別な書式を要

求しない。カードの内容・形式を教員独自で定義

できる。

撮影環境に柔軟に対応可能…傾いた状態で配置したり、

斜めから撮影したりしても、自動的に補正される。

システム構成及び実際の機器構成を図９．に示す。

ａ）システム構成

ｂ）実際の機器構成

図９．カード認識システム
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（3）評価

本システムを利用することによりカードの認識・

切り出しがどの程度の時間・精度で実施できるかを、

実際に授業で収集した出席ひとことカードを利用し

試行した。その結果は次の通りである。

●２２人分のカードの取り込みは４分程度で処理す

ることができた。取り込んだ画像はＰＣ内に保

存されるため、これを自由に並べ、出力するこ

とができる。

●実際に取り込んだカードには大きな歪み・切り

出しミスなどは見られなかった（図１０．参照）。

図１０．切り出し結果

3.2 目標設定シート・振り返りアンケート

本アンケートは、春学期最初の授業・最後の授業・

秋学期最後の授業という学期毎の頻度で行うものである。

（1）概要
出席ひとことカードと同様、２００９年度・２０１０年度

ともに全て手操作で実施してきている。その作業は、

次の通りである。

１）春学期初めに「自己紹介シート」に記入させ、

回収する（図１１．参照）。

２）各学生の「自己紹介シート」から、教員は〈大

学での抱負、課題目標〉欄の内容を「基礎ゼミ

（春学期）をふりかえって」の項目に書き写して

おく（ワープロで打ち込む）。

３）春学期終わりに学生毎の「基礎ゼミ（春学期）を

ふりかえって」に記入させ、回収する（図１２．参照）。

４）各学生の「自己紹介シート」の〈大学での抱負、

課題目標〉欄の内容（既にデータ化しているの

でコピー＆ペースト）と「基礎ゼミ（春学期）

をふりかえって」の〈秋学期に向けての努力目

標〉を「基礎ゼミをふりかえって」の項目に書

き写しておく（ワープロで打ち込む）。

５）秋学期終わりに学生毎の「基礎ゼミをふりかえ

って」に記入させる（回収はしない）。

そして、その教育的狙いは、次の通りである。

自己紹介シート…希望や期待や不安や緊張のある入

学当初のうちに大学生活や将来への目標を設定さ

せる。

基礎ゼミ（春学期）をふりかえって…自分自身が書

いた目標を再確認させることによって反省と意欲

の再考を図り、次学期へとつなげる。つまり、入学

して最初の学期を終了することに安堵し、気持ち

が高揚するときに、入学当初の自身を思い出させ、

夏季休業においても大学生としての自覚を忘失さ

せず、学びの意欲が低下することを食い止める。

基礎ゼミをふりかえって…初年次を終了するときに、

入学当初の思いと秋学期に向けての目標をもう一

度思い出させて、目標に向けた再出発の推進力と

し、２年次の中だるみを防ぐ。

図１１．自己紹介シート

図１２．振り返りアンケート
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この一連の作業には、学生の記述分量によるが、

●作業２）は全員分で１～２時間程度

●作業４）はそれ以上の時間

を必要とし、時間的負担が大きい。

（2）ＩＣＴによる支援
そこで、出席ひとことカードと同様、自己紹介シ

ート、振り返りアンケートの内容をデジタル化する

ことにより、上述の問題点を解決することを考える。

スキャナにより自己紹介シートをデジタル化し、半

自動的に特定の記述欄を抜き出し、振り返りアンケ

ートを作成する仕組みを用意することで、以下の効

果を狙う。

書き写し作業をなくす…自己紹介シートに基づく振

り返りアンケート作成の際に、学生の記述した内

容を画像としてコピーすることで、教員の手によ

るワープロ入力作業を減らす。

手書き文字による経験・記憶の想起…自分の手書き

文書がアンケート用紙中に現れることで、ワープ

ロ文字の場合よりも実感をもって振り返ることが

できる。また、図１３．のようなワープロ文字では

表現しにくい手書き文字独特のニュアンスも保持

できるようになる。

図１３．独特なニュアンスの例

既存のアンケート自動集計の考え方では、マーク

シート方式や、識別用のマーカーを備えたアンケー

ト用紙など、特殊な文章を用意しなければならない。

これらの方式は確実ではあるが、教員に対して、ア

ンケート形式などの制約を与えてしまう。したがっ

て、作成できるアンケートの自由度を確保しつつ、

手間を極力抑えてアンケート集計が可能な方式を検

討する必要がある。そのため、ここでは、Carabiner

BEITEL８）をベースに、図１４．のようなシステムを

設計・実装した。

教員は以下のような手順で作業をすることになる。

１）従来と同様の手順（Wordなど）で自己紹介シー

トを作成する。

２）学生に自己紹介シートに記入させ、回収する。

３）学生全員の自己紹介シートをページスキャナで

取り込む。

４）本システムを使用し、用紙の中で「抱負」、「期

待すること」などの欄がどの位置にあるのか（矩

形）を指定する。

５）本システムは、情報４）に従って、学生全員分

の自己紹介シートから、矩形内の情報を画像と

して抽出する。

６）本システムは、抽出した画像を利用し、「基礎ゼ

ミ（春学期）をふりかえって」を自動生成する。

秋学期終わりの「基礎ゼミをふりかえって」を作

成する場合も同様の手順で行う。

(3）評価
アンケート用紙に記入された内容をどれだけ自動

的に抽出することができるのかを、実際に授業で収

集した自己紹介シートを利用し試行した。

自己紹介シートの取り込み精度は表２．の通りで

ある。学生がある欄に記述した内容がすべて切り出

し結果に含まれており、別の欄の内容が切り出し結

果に含まれていない場合に成功とみなした。切り出

しの成功例を図１５．に示す。

表２．自己紹介カードの取り込み精度

失敗５件は以下の理由によるものである。

１）スキャン時のズレ（２／５件）

スキャンには連続取り込み可能なページスキャ

ナを利用しているため、紙の重ねあわせの状態

などにより縦方向に数㎝程度ずれることがある。

そのために枠が正しく切り出せない場合がある。

この問題は、改めてスキャンしなおすことで対

応することができる。図１４．システム構成図
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２）記入時のはみ出し（４／５件）

学生が記入時に欄からはみ出して記入した場合、

そのはみ出しは自動的には判定できない。この

問題は、個別に切り出し領域を指示する必要が

ある。

尚、アンケート用紙の一番下の項目においては行

単位での大きなはみ出し（縦方向）が見られたが、

途中の項目では数文字単位でのはみ出し（横方向）

しか見られなかった。アンケート欄の構成方法を工

夫することで、はみ出しを減らすことが可能である

と考えられる。

ａ）フォーマットの指定

b）切り出し結果

図１５．切り出し成功例

4．まとめ

本学では基礎ゼミを初年次教育に位置づけ、教員の

きめ細かい指導を行っている。その負荷は並大抵なも

のではない。その軽減にＩＣＴ活用を試みた。

初年次教育の目的の一つである表現力育成の

ＰＤＣＡサイクルの Do、Check、Actionの各段階に適

応した結果、学習意欲の向上に繋がる学生報告と教員

の負荷軽減が得られた。Check段階の即時還元には

ＩＣＴの設備の問題があるが、これが解消されれば、

更に良い結果が得られると思う。

また、ポートフォリオによる自己把握力育成への

ＩＣＴの活用は、方式設計及び実装まで行うことがで

き、実用の目処が立った。次年度からその適応に入り

たい。

補足

＊高専は、高校１年次の学齢から大学２年次の学齢まで

に専門科目をくさび形に教育する技術者育成の教育機

関である（本科の最高学年は５年次であり、ここで一

応技術者教育の完成するが、更に発展させたい場合に

は２年間の専攻科がある）。
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